
JP 2005-277492 A5 2009.2.19

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年2月19日(2009.2.19)

【公開番号】特開2005-277492(P2005-277492A)
【公開日】平成17年10月6日(2005.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2005-039
【出願番号】特願2004-83948(P2004-83948)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/238    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  15/05    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  17/18    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   5/238   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月6日(2009.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　カメラボディ側にストロボを有するカメラでは、カメラボディから突出するレンズ鏡筒
やレンズフード等によって、ストロボが発光する光の一部が遮られる（けられる）おそれ
がある。特に、ストロボ装置がカメラボディに内蔵されたタイプでは、ストロボと撮影レ
ンズの位置が近接しているのでストロボ光が遮られやすい。この対策として、特開平４－
３５５７３６号公報や特開平５－２８８９７７号公報のように、撮影時の焦点距離等の情
報に基づいてストロボ光のけられの発生可能性を判定し、発生が予想される場合に警告を
出す機能を備えたカメラが提案されている。具体的には、レンズ鏡筒によってストロボ光
のけられが発生するか否かを決める条件は、ストロボの位置、焦点距離、撮影距離、及び
レンズ鏡筒先端部（フィルタ枠やレンズフードを含む）の位置であり、これらの条件をデ
ータとして読み込んでストロボ光のけられの発生を予想していた。
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